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し
み
ん
の

広
場

け
、
途
中
に
っ
こ
り
笑
っ
た
り
、
相
手
の
顔

や
絵
本
を
じ
っ
と
見
た
り
、
中
に
は
読
み
終

わ
る
前
に
寝
て
し
ま
う
子
も
。

　

そ
の
後
、
今
年
度
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
絵
本

や
図
書
館
の
案
内
な
ど
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
渡
し
ま
し
た
。

▪
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は

　

田
原
市
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
平
成
16

年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
11
年
目
に
な
り

ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
乳
児
健
診
な
ど

の
機
会
に
、「
絵
本
」
と
「
赤
ち
ゃ
ん
と
絵

本
を
楽
し
む
体
験
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
活

動
で
す
。
絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
と
一
緒

に
、
温
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
絵
本
を

手
渡
し
ま
す
。　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
４
カ
月

児
健
診
の
待
ち
時
間
を
利
用

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
番
号
を
呼
ば
れ

て
和
室
に
入
る
と
、
図
書
館
司
書
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
温
か
く
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
っ
こ
し
て
座
る
と
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
が
始
ま
り
ま
す
。

　
「
と
て
も
元
気
ね
。
子
育
て
は
楽

し
め
て
る
？
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
声
を
か
け
る
と
、
お
母
さ
ん
は

安
心
し
た
様
子
で
す
。

　

こ
の
日
は
『
し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
の

ほ
っ
と
け
ー
き
』
を
読
み
聞
か
せ
し

ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
「
な
あ
に
？
」

と
い
う
よ
う
な
表
情
で
本
に
目
を
向

田
原
市
長
杯

  

６
月
15

日（
日
）に

日
本
で
有
数

な
サ
ー
フ
ィ
ン

の
メ
ジ
ャ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
も

あ
る
、赤
羽
根

ロ
ン
グ
ビ
ー
チ

に
て
、行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
で
６

年
目
を
迎
え
る
田
原
市
長
杯
は
、サ
ー
フ
ィ

ン
の
技
術
の
向
上
や
若
手
育
成
、観
光
収

入
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
的
に
開
催
さ

れ
、今
年
も
２
０
０
人
近
く
の
選
手
が
日

本
全
国
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。昨
年
度
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ク
ラ
ス
優
勝
者
は
そ
の
後
プ
ロ

サ
ー
フ
ァ
ー
に
な
っ
て
お
り
、プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー

へ
の
登
竜
門
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
子
ど
も
た

ち
へ
き
れ
い
な
海

を
残
す
た
め
、ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
も
行

い
ま
し
た
。

　
　
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

　
『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』

広報サポーター
大久保ゆり

（田原中部校区）

広報サポーター
近藤洋介

❖田原市広報サポーターの部屋

◦田原市ホームページ
 http://www.city.tahara.aichi.jp/
◦ブログアドレス
 http://kohotahara.dosugoi.net/

◦ツイッターアドレス
 http://twitter.com/#!/KohoTahara

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大
久
保
ゆ
り
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、ど
ん
な
絵
本
が
好
き
で
し
た
か
？
誰
に
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
か
？

　

今
回
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
、
絵
本
を
通
し
て
心
触
れ
合
う
ひ
と
と
き
を
持
つ
き
っ

か
け
づ
く
り
と
な
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦ビーチクリーンの様子

◦ベストライディング賞を受賞した
14 歳の小山みなみ選手
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場

み
た
い
方
、
赤
ち
ゃ
ん
が
好
き
で
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
に
興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、
お
気
軽
に

図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ね
。

▼
図
書
館
☎
23
局
４
９
４
６　

▪
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
願
い　

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
赤
ち
ゃ
ん
に
何
か
を

教
え
よ
う
と
い
う
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

親
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
人
が
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
し
、
愛
情
に
満
ち
た

言
葉
を
語
り
か
け
る
こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
は
、

自
分
が
と
て
も
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　

絵
本
を
開
い
て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
語
り
か
け

る
こ
と
で
、
だ
れ
で
も
赤
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

絵
本
は
赤
ち
ゃ
ん
と

そ
の
成
長
に
関
わ
る

人
が
互
い
に
心
を
通

わ
せ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
絵
本
を
読
ん
で

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
終
え
て

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
中
、
と
て
も
表

情
豊
か
に
聞
い

て
い
た
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
も

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

し
ゅ
ん
君
。
お
母
さ

ん
に
家
で
の
様
子
を

伺
い
ま
し
た
。

「
家
で
は
授
乳
後
の
機
嫌
の
よ
い
と
き
に

読
ん
で
い
ま
す
。
き
ゃ
っ
と
喜
ん
だ
り

興
奮
し
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
子

は
本
が
好
き
な
の
か
な
ぁ
。
私
も
気
持

ち
が
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る

ん
で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　サンテパルクたはらでは、花を贈る日の新たな創出の
ため中学生以下の子どもを対象とした花育教室を行っています。初回は５月４日の
農業祭にあわせて、「母の日」に贈る花育教室を、第２回は６月１５日に「父の日」に贈
る花育教室を行いました。かわいらしいクマのデザインのアレンジフラワーを真剣に
作っている姿が印象的でした。「ありがとう」の気持ちが込めて作られたアレンジフラ
ワーは贈った人にも、受け取った人にも大切な思い出になったことでしょう。大切な人に
花を贈ることで、たくさんの笑顔があふれるといいなと思います。第３回は「敬老の日」
にあわせて９月14日（日）に寄せ植え教室を行います。日ごろの感謝を込めて手作りの
寄せ植えを贈ってみませんか？　　　  ▶申し込み＝サンテパルクたはら☎２５局１２３４

◉花に触れて大切な人に花を贈ろう

3

▶農政課 ☎23局3517

8月の
スプレーギク
（花／出荷時期：通年）

種類も豊富で、日持ちし、県
内１位の生産量、約６，７００
万本が出荷されています。

花ことば
逆境の中で元気

アンスリウム
（鉢花／通年）

観葉植物として人気で、県
内１位の生産量、約３８万
鉢が出荷されています。

花ことば
煩悩・情熱

北部保育園
元気いっぱい !どろんこ遊び
　北部保育園では、園児たちの創造
力を伸ばし、元気な体づくりをしよ
うと、「どろんこ遊び」をしています。
　最初は汚れることをためらってい
る園児もいますが、しだいに大胆に
なっていきます。山を作る子、川を
せき止めてダムを作る子、すべり台
で全身どろんこになる子。それぞれ
が思いついた方法で楽しみます。
　笑顔があふれ、みんなが元気いっ
ぱいになる「どろんこ遊び」。これか
らも夏の楽しみのひとつとして続け
ていきたいです。

投稿

◦ブックスタートパック（本は1人1冊）
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▲神戸校区犯罪抑止決起大会であいさつする彦坂校区会長 ▲神戸小学校防犯少年団による防犯の呼びかけ

地
域
の
話
題

神
戸
校
区

犯
罪
の
な
い 

安
全
で
安
心
で
き
る
校
区
を
め
ざ
し
て

安
全
で
安
心
で
き
る
神
戸
校
区
を
め
ざ
し
て

地
域
全
体
で
防
犯
や
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
む

神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

「
安
心
安
全　

備
え
万
全
！
助
け
合

え
る
校
区
」
と
「
神
戸
校
区
ま

ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
に
あ
る
目
標
の
実

現
の
た
め
、「
な
が
ら
見
守
り
隊
」
が
発
足

し
、
神
戸
小
学
校
で
は
、
防
犯
少
年
団
が

結
成
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
全
体
で
防
犯
や

交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

犯
罪
抑
止
決
起
大
会

　

７
月
12
日
（
土
）、
警
察
・
市
・
田
原
防

犯
協
会
連
合
会
と
連
携
し
、
神
戸
校
区
犯

罪
抑
止
決
起
大
会
を
神
戸
小
学
校
体
育
館

で
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
を
中
心
に
約

２
０
０
人
が
参
加
。
田
原
警
察
署
か
ら
、「
泥

棒
は
時
間
・
光
・
音
・
地
域
の
目
を
嫌
う
。

地
域
で
の
声
か
け
が
防
犯
に
つ
な
が
る
」「
昨

年
中
は
、
侵
入
盗
は
神
戸
校
区
が
ワ
ー
ス
ト

1
位
だ
っ
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

今
年
は
０
件
。ず
っ
と
続
く
よ
う
に
し
よ
う
」

な
ど
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
な

が
ら
見
守
り
隊
」
に
よ
る
活
動
報
告
、「
神

戸
小
学
校
防
犯

少
年
団
」
に
よ

る
、
プ
ラ
カ
ー
ド

を
使
っ
て
の
防
犯

の
呼
び
か
け
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
警
察
の
防

犯
活
動
専
門
チ
ー
ム
に
よ
る
防
犯
寸
劇
な
ど

が
あ
り
、
参
加
者
は
、
犯
罪
の
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
の
方
策
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
『「
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
合
い
言
葉
に
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
神
戸
校
区
住
民
総
ぐ
る
み
で
目
指
す

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
』
と
大
会
宣
言
を
し

ま
し
た
。

な
が
ら
見
守
り
隊

　

散
歩
を
し
「
な
が
ら
」、農
作
業
を
し
「
な

が
ら
」
な
ど
、
小
中
学
生
の
通
学
時
に
外

に
出
て
、
子
ど
も
の
登
下
校
を
見
守
っ
た

り
、
声
を
か
け
た
り
す
る
地
域
の
協
力
者

た
ち
の
集
ま
り
で
、
平
成
24
年
11
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
今
年
７
月
現
在
の
協
力
者

は
４
３
１
人
。
地
域
の
人
た
ち
で
子
ど
も
た

ち
を
見
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

神
戸
小　

防
犯
少
年
団

　

神
戸
小
学
校
防
犯
少
年
団
は
、
同
校
の

６
年
生
９
人
と
５
年
生
10
人
の
合
わ
せ
て
19

人
。
子
ど
も
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
安
全
な

行
動
や
防
犯
に
つ
い
て
学
び
、
犯
罪
の
予
防

な
ど
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
今
年
７
月
７
日

に
田
原
警
察
署
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
戸
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、今
後
も
、

地
域
全
体
で
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
防
犯
や

交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲ながら見守り隊による活動報告

神戸校区

田原市役所

三河田原

神戸

豊島
やぐま台

杉山

老津

259

259

42

42

神戸市民館

神戸小
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UMINARI海鳴2014アートフェスティバル
観る・聴く・歌う・描く・作る・飲む・寝る　遊ぶ！！！

表浜ほうべの森キャンプ場イベントとして、今年で３回目を迎え
るＵＭＩＮＡＲＩ海鳴アートフェスティバル。今年は昨年よ

りもキャンプサイトを広げ、より多くの方にキャンプをしながらイベン
トに参加していただけるようになりました。自然とアートを融合した野
外体験型イベントです。各種ブースでのワークショップやステージイベ
ントなど、子どもから大人まで楽しめます。
　ぜひお誘い合わせの上ご来場ください。

お問い合わせ  UMINARI 海鳴実行委員会事務局　山本 090-7310-9356

イベント紹介

▲昨年度のイベントの様子

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

自然の中でさまざまなアートに触れ、心をハダカにしませんか。
日時：9 ／ 27 土 12：00 ～ 21：00・28 日 12：00 ～ 19：00　
場所：表浜ほうべの森公園（田原市南神戸町南中島 1 番地）
内容：音楽、アート作品展示、ライブペインティング、フリーペイント

ウォール、ツリーハウス、スライドショー、アートワークショップ、
地引網、ドリンク・フードブース　ほか

入場料：無料／キャンプテント１張り 2,000 円
主催：UMINARI 海鳴実行委員会

第3回ANN講座　いのちの授業
まさしくんからの伝言　朝倉三恵さんのいのちの授業

小さな命のメッセージ～うまれてくれて、ありがとう～

２歳で小児ガンと診断されてから 5 年間、全力で生きたまさしく
ん。2010 年 11 月に自宅にて最愛の母・三恵さんと大好きな

弟２人に見送られ天国に旅立ちました。
　「生き様は死に様」「死に様は生き様」「生きるとは何か？」7 歳であり
ながらたくさんのことを教えてくれたまさしくん。彼が好きでよく書い
ていた言葉「愛」と「夢」。死は悲しみだけではなく、お母さんや弟たち
に、愛と強さを残してくれたのです。まさしくんが伝えてくれたことを、
講師である三恵お母さんから私たちに伝えてもらいたいと思います。

イベント紹介

▲三恵さんとまさし君

◦平成26年度市民活動向上事業補助金採択事業

日時：9 ／ 28 日 14：00 ～ 16：00　
場所：田原市福祉センター 3 階　大会議室
入場料：無料／定員：40 名（先着順）
申し込み：9 ／ 23 火 までに電話にて

▶お問い合わせ・申し込み先　あつみＮＰＯネットワーク事務局
　 090-9226-1977（北原）　☎0531-32-3963（森下）

▲朝倉三恵さん

│ 5 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 8 月15 日
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学校生活の
一コマを紹介

71

　　アメリカからの生徒と交流を深めた8日間！

　交流生徒たちは、市内のホスト生徒（中学生）の家に滞在し、
日本の家庭生活を体験しました。昼間は中学校に通い、田原市
の中学生と交流しました。英語の授業に参加したり、体育でバ
スケットボールを行ったりと、日本の中学校生活を体験しま
した。また、職場体験学習を行っていた学校では、消防署や保
育園などを訪れ、体験の様子も見学しました。
　６月６日には、崋山会館でウエルカムパーティーが開催さ
れ、アメリカの生徒が、ホスト生徒の紹介を日本語で行った
り、歌を披露したりしました。また、田原市の中学生たちも、交
流生徒のことを英語で紹介しました。お互いの特徴を上手に
表現し、会場から笑いや拍手が起こりました。
　６月９日には、田原市の自然・文化・産業などの理解を深め
るため、市内観光を行いました。伊良湖小学校、新設された田
原市給食センター、蔵王山展望台、田原消防署などを訪れまし
た。伊良湖小学校では、子どもたちが学んだ英語をつかいなが
ら、積極的にコミュニケーションを取ろうと頑張っていまし
た。かるたや折り紙、ゲームなどの活動に、生徒はもちろん、引
率の先生も大喜び。楽しい交流会となりました。次に訪れた田
原市給食センターでは、最新の調理設備を見学した後、みんな
で給食を食べました。最後に訪れた田原消防署では、消防署の
施設やレスキュー訓練を興味深く見学していました。はしご
車で高さ20ｍまで上げてもらうと、大興奮している様子でし
た。
　今回の８日間の交流は、アメリカから訪れた生徒たちだけ
でなく、ホストファミリーや田原市の生徒たちにとっても、国
際感覚を豊かにする素晴らしい体験となりました。

◦ウェルカムパーティーで自己紹介する生徒

中学生海外交流事業

●学校教育課☎２３局３６７９

　田原市の姉妹都市であるケンタッキー州ジョージタウン
市と、友好都市のインディアナ州ギブソン郡およびプリンス
トン市から、6月4日～11日の8日間、生徒11名と引率者4
名が田原市を訪れました。学校生活や家庭生活を体験しなが
ら、交流を深めた様子をご紹介します。

◦英語の授業に参加する生徒（福江中）

◦伊良湖小児童との交流の様子

◦消防署でははしご車を体験◦お世話になったホストファミリーと一緒に記念撮影

平成 26 年 8 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │



7

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

早
起
き
お
に
ぎ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
つ
み
ラ
イ

フ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、福
江
校
区
保
美
地
区
の
親

子
な
ど
89
名
が
参
加
し
ま
し
た
。朝
食
の
大
切
さ
な

ど
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。

参
加
者
は
、自
分
の
好
き
な
具
を
選
ん
で
つ
く
っ
た
お

に
ぎ
り
を
、み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
食
べ
て

楽
し
く
朝
ご
は
ん

７
月
20
日［
日
］

　

親
子
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
教
室
が
白
谷
海
水

浴
場
で
開
催
さ
れ
、親
子
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。悲

し
い
水
の
事
故
が
起
き
や
す
い
こ
の
季
節
。「
浮
い
て

待
て
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、参
加
者
は
服
を
着
た
ま
ま

海
に
入
り
、浮
い
て
助
け
を
待
ち
自
分
の
命
を
守
る

こ
と
を
、実
際
に
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

家
族
で
学
ぶ

水
辺
の
安
全

７
月
19
日［
土
］

　

た
は
ら
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
が
田
原
文
化
会
館
一
帯

で
開
催
さ
れ
、約
１
２
０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

大
人
気
の
環
境
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
工
作
教
室
な
ど

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
に

つ
い
て
の
紹
介
ブ
ー
ス
も
あ
り
、参
加
者
は
楽
し

み
な
が
ら
エ
コ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
・
体
験
し
て

学
ぶ「
エ
コ
」

７
月
27
日［
日
］

▲竹製の弓で射的を行う参加者たち。自然の素材の感触を楽しめました

▲みんなで食べるとおいしいですね。８月19日（火曜）には、高松市民
館でも開催されます

▲万が一の場合に備え、「浮いて待て」を体験する参加者の皆さん

│ 7 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 8 月15 日
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ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

25

◦
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）と
は

　

電
気
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
、モ
ー

タ
ー
を
動
力
源
と
し
て
走
行
す
る
自
動

車
の
こ
と

◉
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）と
は

　

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
直
接
充
電
で
き
る
機

能
を
持
っ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の

こ
と

　

田
原
市
で
は
、環
境
に
や
さ
し
い
次
世

代
自
動
車
の
普
及
拡
大
と
施
設
利
用
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、市
内
３
カ
所
の
施

設
に
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
普
通
充
電
器
を
整

備
し
ま
し
た
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
設
置
施
設
＝
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
、

道
の
駅
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
、道
の
駅

あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◦
利
用
料
金
＝
１
０
０
円
／
時
間

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

次
世
代
自
動
車
普
及
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す

　

田
原
市
は
、市
民
な

ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
積
極
的
に

支
援
し
、環
境
と
共
生

す
る
豊
か
で
持
続
す

る
地
域
た
は
ら
エ
コ
・

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
を
実

現
す
る
た
め
、次
世
代

自
動
車
と
し
て
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）・
プ
ラ

グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）

の
導
入
に
対
し
、補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
導
入
の
際
に
は
市
の
補
助

金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◉
電
気
自
動
車
等
購
入
補
助
金

◦
対
象
事
業
＝
電
気
自
動
車
ま
た
は
プ
ラ

グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
購
入

◦
補
助
金
額
＝
車
両
本
体
価
格
の
５
％
と

し
、限
度
額
10
万
円　

◦
申
請
方
法
＝
新
車
登
録
が
完
了
し
、支

払
い
が
完
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
30

日
以
内
に
必
要
書
類
を
環
境
政
策
課
に

提
出

　

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
は
、下
水
道

に
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
は
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
、下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
浄
化
槽
で
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
ま

す
。浄
化
槽
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
微
生

物
が
い
て
、ト
イ
レ
や
台
所
か
ら
の
汚
れ

を
食
べ
、分
解
し
汚
れ
た
水
を
処
理
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
微
生
物
は
案
外
気
難
し
屋
で
、こ

れ
を
活
発
に
働
か
せ

る
た
め
に
は
、微
生

物
が
働
き
や
す
い
条

件
を
整
え
て
や
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。浄
化
槽
が
生
き

物
だ
と
い
わ
れ
る
の

も
こ
の
た
め
で
す
。

▪
微
生
物
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

次
の
こ
と
を
心
掛
け
る
と
微
生
物
の
状

態
が
良
好
に
保
た
れ
ま
す
。

◦
使
っ
た
油
は
、
流

し
に
流
さ
ず
に
、

古
新
聞
な
ど
に
吸

わ
せ
て
可
燃
ご
み

に
出
す

◦
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
は
、
適
量
を

使
う

◦
洗
剤
は
必
ず
適
量

を
計
っ
て
使
う

◦
排
水
は
洗
濯
と
食

器
洗
い
の
時
間
を

ず
ら
す
な
ど
し
て
、

一
度
に
流
さ
な
い

よ
う
に
す
る

◦
カ
ビ
取
り
剤
を
大
量
に
使
用
し
な
い

　

浄
化
槽
で
、
汚
れ
を
取
り
除
い
て
き
れ
い

に
な
っ
た
水
だ
け
を
放
流
し
、
汚
れ
は
汚
泥

と
な
っ
て
浄
化
槽
の
中
に
残
り
ま
す
。
こ
の

た
め
浄
化
槽
は
専
門
業
者
に
委
託
し
定
期

的
な
清
掃
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
正
し
く
管
理
し
て
、
き
れ
い
な

水
環
境
を
作
って
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

　

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水

は
ど
の
よ
う
に
し
て
き
れ
い
に
さ
れ
て
い

る
の
か
ご
存
知
で
す
か
？
今
回
は
、浄

化
槽
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
６
０
０
人
・
事
業
所
99
カ
所（
７
月
末
現
在
）
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5

災
害
発
生
時
に
お
け
る
家
族
の
安
否
確
認

しろ
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟
で

す
。
地
震
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
学
校
や
勤

務
先
、
自
宅
な
ど
家
族
が
別
々
の
場
所

に
居
る
時
に
地
震
が
発
生
す
る
と
、
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
電
話
で
連
絡
を
取
ろ
う
と
し
て
も
、

つ
な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
う
いっ

た
場
面
で
役
に
立
つ
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
「
１
７
１
」
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪「
1
7
1
」
と
は

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
な

ど
、
被
災
地
へ
の
安
否
確
認
電
話
が
集

中
す
る
場
合
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、「
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
家
族
や

親
戚
な
ど
の
安
否
を
確
認
し
た
い
時
、

声
の
伝
言
板
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

▪
設
置
場
所

◦
使
い
方

　
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
後
、
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
録
音
や
再
生
を

行
い
ま
す
。

※
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
は
、「
被
災

地
内
の
電
話
番
号
」
し
か
登
録
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
被
災
地
内
か
ら
利

用
す
る
場
合
も
「
市
外
局
番
」
か
ら

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▪
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
が
体
験

で
き
ま
す

◦
毎
月
１
日
と
15
日

◦
正
月
三
が
日

◦
防
災
週
間【
８
月
30
日
午
前
９
時
～

９
月
５
日
午
後
５
時
】

◦
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間【
１
月
15

日
午
前
９
時
～
21
日
午
後
５
時
】

▪
災
害
に
備
え
て　

　

平
常
時
か
ら
災
害
に
備
え
て
、

「
１
７
１
」
の
利
用
を
含
め
た
お
互
い
の

安
否
確
認
の
方
法
、
勤
務
先
や
学
校
か

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
自
宅
に
戻
る
の
か
、

家
族
が
落
ち
合
う
場
所
を
ど
こ
に
す
る

の
か
な
ど
の
具
体
的
な
対
策
を
家
族
で

話
し
合
って
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

│ 9 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 8 月15 日
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▶街づくり推進課 ☎23局3523

◉「景観を読む！」
　前回、景観とは何かを題材としましたが、今月は、
景観を読むコツについて考えましょう。景観を読むという
と、なんだか難しいと思ってしまいます
が、そんなに難しくありません。最初は
ただ「きれいだな」と思っているだけ
だった景観が、コツをつかむといろいろ
なことに気づくようになります。
　今回は、その練習をしてみましょう。次の写真は、
田原市博物館の前の街並みの様子を撮った写真で
す。
◦どんなものが見えますか、じっくりまわりを眺めてみま
　しょう。
◦自分が住んでいる地域の景観と何が違いますか。
◦写真の中に素敵なものはありますか。

  城下町の雰
囲気にあわせ、
道路が石畳に
なっています
ね。民俗資料
館の前の塀も
城下町の佇ま
いを表 現した
整備になっていませんか。また、左側の家の塀も、地
域の歴史や雰囲気にあわせたものになっていることを
見つけることができます。今まではただの街並み写真
だったものが、少し景観の目でみることによって、このよ
うなことに気づくことができます。皆さんが住んでいる地
域の景観を読んでみましょう。きっと何か気づくことがあ
ると思います。

▲田原市博物館前の街並み



第
10
回
渥
美
半
島
ぐ
る
輪

サ
イ
ク
リ
ン
グ　

参
加
者

▼
日
時
＝
10

月
19
日
（
日
）

午
前
７
時
～

午
後
４
時

▼
場
所
＝
白

谷
海
浜
公
園

（
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
地
点
）

▼
コ
ー
ス
＝

Ａ
蔵
王
山
登
頂
＆
渥
美
半
島
一
周
コ
ー
ス

約
90
㎞
（
中
学
生
以
上
）
／
Ｂ
渥
美
半
島

一
周
コ
ー
ス
約
60
㎞
（
小
学
５
年
生
以

上
）
／
Ｃ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
約
30
㎞

（
小
学
生
以
上
）　

▼
定
員=

１
８
０
０

名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料=

中
学
生
以

上
３
０
０
０
円
、小
学
生
２
０
０
０
円（
傷

害
保
険
含
む
）　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
1

日
（
月
）
～
8
日
（
月
）
の
期
間
に
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.sportsentry.
ne.jp

）
に
て
／
申
し
込
み
要
項
は
大
会
事

務
局
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
課
に
設
置　

▼
そ

の
他
＝
ゴ
ー
ル
後
に
は
、
地
元
の
有
志
に

よ
る
特
製
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
な
ど
の
振
る

舞
い
あ
り
／
大
会
当
日
は
、
沿
道
で
の
自

転
車
通
行
数
が
増
加
し
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
主
催
＝
愛
知
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会　

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

▼
応
募
資
格
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
め
る
方
②
教
員
免
許
所
持

者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み
の
方
も
可
）　

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市
役
所
執
務
時
間

中
）　

▼
申
し
込
み
＝
市
販
の
履
歴
書
に

顔
写
真
を
張
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

教
員
免
許
を
所
持
し
て
い
る
方
は
コ
ピ
ー

を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

▼
渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
務
局

（
愛
知
県
名
古
屋
市
北
区
新
沼
町
１
５
０
）

☎（
０
５
２
）９
０
９
局
６
２
０
１

生
活

LIFE

　

き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
を

開
催
し
ま
す

   

　

９
月
９
日
は
「
救

急
の
日
」
で
す
。
ま

た
、
こ
の
日
を
含
む

１
週
間
は
「
救
急
医

療
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、「
き
ゅ
う
き
ゅ
う

広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

応
急
手
当
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
７
日
（
日
）
午
前
11
時
～

午
後
2
時　

▼
場
所
＝
伊
良
湖
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
ゴ
ー
ル
会
場
周
辺　

▼
内
容
＝
訓

練
人
形
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
体
験
、救
命
講
習
の
受
付
相
談
、チ
ャ

レ
ン
ジ
き
ゅ
う
き
ゅ
う
ク
イ
ズ
（
ク
イ
ズ

参
加
者
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
）

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

終
戦
当
時
に
引
揚
者
の
方
々
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
の
返
還

  

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
の
引
揚
者
の
方
々
が
、
税
関
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
が
、
引
き
取
り
手
が
な
く
、
保
管
さ

れ
た
ま
ま
の
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求
は
、
ご
家
族
の
方
で
も
可
能

で
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど
＝
①

上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
た

通
貨
・
証
券
な
ど
②
帰
国
前
に
在
外
公
館

や
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還

さ
れ
た
も
の　

▪
通
貨

　

旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本
軍
軍
票
な
ど

▪
証
券

支
那
事
変
割
引
国
庫
債
券
、
大
東
亜
戦

争
割
引
国
庫
債
券
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
関
支
署

☎（
０
５
３
２
）32
局
６
５
６
６

募
集

W
A
N
TED

▪
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
た
は
ら
平
成
26
年
８
月
１
日
号
12
頁
「
保

育
園
新
規
入
園
案
内
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
表
中
】　

正
：
稲
場
保
育
園

　
　
　
　

誤
：
稲
葉
保
育
園
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全
国一斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

  　
　
　

　

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
8
日
（
月
）
～
14
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜

日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）　

▼
相
談

担
当
者
＝
人
権
擁
護
委
員

❖
相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
７
０
）０
０
３
局
１
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

■
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

に
戻
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め

の
施
設
で
す
。
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で

ま
だ
接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理

な
い
食
材
で
す
。
地
元
で
取
れ
る
新
鮮
で

お
い
し
い
夏
野
菜
を
積

極
的
に
食
べ
て
、
水
分

補
給
・
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
消
費
生
活
相
談
室
」

　

商
品
の
品
質
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
苦

情
、
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
消
費
生
活
相
談
室
で

は
、
９
月
2
日
（
火
）
か
ら
専
門
の
相
談
員

が
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
は
除
く
）
／
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30

分
（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
）　

▼
場

所
＝
商
工
観
光
課　

▼
相
談
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
不
要
（
当
日
、
電
話
ま
た

は
直
接
来
庁
）

❖
相
談
専
用
電
話

☎　

23
局
３
８
１
８

※
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
渥
美
文
化

会
館
で
毎
週
金
曜
日
に
行
っ
て
い
た
消

費
生
活
相
談
は
、
８
月
末
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
。

▼
商
工
観
光
課　

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
水
洗
便
器
に
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４

水
道
・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

　

　

給
水
工
事
は
、
田
原
市
指
定
給
水
装
置

工
事
店
へ
、
公
共
下
水
道
な
ど
に
接
続
す

る
場
合
は
、
田
原
市
排
水
設
備
指
定
工
事

店
へ
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

◦
株
式
会
社
ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
豊
橋

（
豊
橋
市
八
町
通
）

☎（
０
５
３
２
）43
局
６
２
５
５

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２

22
局
３
１
８
４　

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４　

寄
付

D
O
N
ATIO

N

　
　

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
６
月
30
日
、
並
樹
会
様
か
ら
地
域
福
祉

の
た
め
金
２
万
円
。

愛
知
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
と
の
合
同
訓
練

　
　

　

消
防
署
と
各
関
係
機
関
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と

の
合
同
訓
練
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
安
全

の
た
め
一
時
的
に
周
辺
道
路
の
通
行
制
限

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
荒
天
・
災
害
出
動
な
ど
の
場
合

は
中
止
）

▼
日
時
／
場
所
＝
【
9
月
5
日
（
金
）】

午
前
10
時
～
正
午
ご
ろ
／
休
暇
村
伊
良
湖

【
９
月
12
日
（
金
）】
午
前
10
時
～
正
午
ご

ろ
／
赤
羽
根
ロ
コ
パ
ー
ク
周
辺

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎ 

33
局
０
１
１
９

32
局
２
４
７
９

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎ 

45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

８
月
31
日
は
「
野
菜
の
日
」

  

「
夏
の
元
気
は
野
菜
か
ら
！
旬
の
野
菜
を

美
味
し
く
食
べ
て
心
も
体
も
健
康
に
」

  

「
８や

さ

い
３
１
」
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
、
野

菜
の
よ
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、

昭
和
58
年
に
全
国
青
果
物
商
業
組
合
連
合

会
を
は
じ
め
9
団
体
の
関
係
者
が
制
定
し

た
記
念
日
で
す
。

　

夏
野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食

物
繊
維
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、

暑
い
夏
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
欠
か
せ
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田原・赤羽根史現代編編集委員会

其の

1

　

平
成
15
年
８
月
20
日
に
田
原
町
と
赤
羽

根
町
が
合
併
し
て
田
原
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
17
年
10
月
１
日
に
渥

美
町
と
合
併
し
、
渥
美
郡
三
町
を
行
政
区

域
と
す
る
現
在
の
田
原
市
に
な
り
ま
し

た
。

　

合
併
前
の
三
町
は
、
い
ず
れ
も
町
史
を

編
さ
ん
し
、
地
域
の
歴
史
を
書
き
記
し
て

き
ま
し
た
。『
渥
美
町
史
現
代
編
』
は
、

平
成
17
年
の
合
併
ま
で
の
渥
美
町
時
代
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、『
田
原
町
史
』
と
『
赤
羽
根

町
史
』
は
昭
和
40
年
頃
ま
で
の
記
述
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
地
域

の
歴
史
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
空
白
と

な
っ
て
い
る
町
史
を
補
完
し
て
後
世
に
継

承
し
て
い
く
た
め
に
『
田
原
・
赤
羽
根
史

現
代
編
』の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

編
集
は
、
市
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る

「
田
原･

赤
羽
根
史
現
代
編
編
集
委
員
会
」

が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
期
間
は
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）

の
昭
和
の
合
併
か
ら
平
成
17
年（
２
０
０
５
）

の
平
成
の
合
併
ま
で
の
約
50
年
間
で
、
平

成
28
年
度
の
刊
行
を
目
指
し
編
集
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、『
田
原
・
赤
羽
根
史
現
代
編
』

の
編
集
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
情

報
の
提
供
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
安
井
俊
則
委
員
談
】

　

こ
の
現
代
編
で
は
、
昭
和
30
年
か
ら
の

田
原
町
と
赤
羽
根
町
に
焦
点
を
当
て
て
い

ま
す
。
昭
和
29
年
生
ま
れ
の
私
に
と
っ

て
、
ま
さ
に
自
分
の
生
い
立
ち
を
振
り
返

る
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。
私
の
記
憶
に

残
る
三
河
田
原
駅
前
は
、
道
路
も
未
舗
装

で
、
牛
車
で
持
ち
込
ま
れ
た
農
産
物
が
山

　

田
原
・
赤
羽
根
史
現
代
編
の

　

編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

【
表
紙
の
写
真
】北
部
保
育
園　

ど
ろ
ん
こ
遊
び

▼
ど
ろ
で
汚
れ
る
こ
と
を
気

に
せ
ず
、む
し
ろ
大
胆
に
体

中
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
遊
ぶ

園
児
た
ち
。水
と
混
ざ
っ
た
土
は
、自

在
に
形
を
変
え
て
、山
に
な
っ
た
り

川
に
な
っ
た
り
と
、園
児
た
ち
の
思

う
が
ま
ま
に
。単
純
に
見
え
る
こ
の

遊
び
は
、園
児
た
ち
の
心
を
解
放
し
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。自
然
に
触
れ
合
う
こ
と
は
、本

当
に
大
切
な
ん
で
す
ね
。（
Ｍ
）

の
よ
う
に
積
ま
れ
、
オ
ー
ト
三
輪
が
行
き

交
う
な
ど
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
の
私
た
ち
の
生
活
と
は
大
き
く
違

い
、
電
話
や
テ
レ
ビ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
心
豊
か
な
時
代
で
し
た
。

　

昭
和
30
年
か
ら
の
こ
の
地
域
の
変へ
ん
せ
ん遷
を

振
り
返
り
、
史
実
を
後
世
に
正
し
く
継
承

し
て
い
く
た
め
、
編
集
委
員
会
で
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

が
本
市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

▪
田
原･

赤
羽
根
史
現
代
編
執
筆
委
員

石
井
一
希
、
石
井
志
津
子
、
伊
藤
博
文
、

大
和
貞
雄
、
加
藤
克
己
、
小
林
一
弘
、
林

哲
志
、
葉
山
茂
生
、
藤
井
啓
貴
、
藤
井
忠
、

藤
城
信
幸
、
藤
原
喜
郎
、
八
木
将
勝
、
安

井
俊
則
、
山
本
正
樹
、
渡
辺
幸
久

本誌は再生紙を使用しています。

▲【写真上】昭和30年の駅前商店街のネオンサイン
　【写真下】昭和30年代の赤羽根町大石海岸の地曳網風景
　（いずれも田原市博物館所蔵）
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